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【資料１】 
↓   
甲１   

金銭消費貸借契約書 
 
貸主 中山 弘 （以下「甲」という。）と借主 松尾 雄二（以下「乙」

という。）とは、甲が乙に対し、以下の約定により金員を貸し付けることに合

意したので、本契約を締結する。 
 
第１条（消費貸借の合意） 

甲は、乙に対し、本日金３００万円を貸し渡し、乙はこれを借り受けた。 
第２条（利息等） 

甲と乙は、本貸付金の利息を元金に対し年 ５ パーセントの割合とするこ

と、支払時期は元本と同時とすることを約した。 
第３条（弁済期） 

１ 乙の甲に対する弁済の期限は、以下のとおりとする。 
平成２３年 ３ 月３１日 

２ 乙は、甲に対し、前項の期日限り、第１条の金員全額及び第２条の利息

金を、持参又は振込送金して支払う。振込送金をした場合の振込手数料は

乙の負担とする。 
第４条（期限の利益の喪失） 

乙が、元金若しくは利息のいずれか一方又はそれらの一部につき支払を遅

滞したときは、乙は当然に期限の利益を失い、その時における元利金を一時

に支払う。 
第５条（損害金） 

前条により期限の利益を喪失したときは、期限の利益を喪失した日の翌日

から完済の日まで年 １０ パーセントの割合による遅延損害金を支払うもの

とする。 
第６条（費用負担） 

本契約の締結に要する印紙その他の費用は乙の負担とする。 
 
 以上、本契約締結の証として本書１通を作成し、甲乙記名捺印の上、甲がこ

れを保有して、乙にその写しを交付する。 
 
平成２２年 ４ 月 １ 日 

 
 甲 東京都文京区湯島四丁目 6番 6号 

中 山   弘 
 

 乙 横浜市中区山田町 1800 番地 6-201 号 
 

松 尾  雄 二 

2,000 

1
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振込金受取書兼振込手数受取書

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 14 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 33 34 35 37 38 39 41 42 44 45 46 47 48 49 51

種
目

口

座

番
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目

口

座

番

号

種
目

口

座

番

号

種
目

口

座
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号

種
目

口

座

番

号

円 円

円 円

1 1

ご依頼日 2010 年 4 月 日

／

月

金

額
（

円
）

￥840

￥3000000

手
数
料

手
数
料

「お客様番号」のご記入時は右の欄に○印をつけてください

 振込種類

日

電信

1

依頼人番号
または

お客様番号

1
合
計

ご
依
頼
人

ナカヤマ　ヒロシ

様 電話

フ

リ

ガ

ナ

中山　弘 03 4567 8901

￥3000000
手
数
料

￥3000000
手
数
料

￥840

1
お
受
取
人
名

マツオ　ユウシ゛

松尾　雄二

ワコウキ゛ンコウお
振
込
先

支
店
名 手

数
料

小
計
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ヨコハマエキマエ
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（
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取
人
名

手
数
料

お
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込
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支
店
名

お
受
取
人
名

お
受
取
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名

お
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込
先

支
店
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お
受
取
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円
）

1234567
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普通

金
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円
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手
数
料

支
店
名
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【資料３】
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【資料４】
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【資料５】 
  ↓ 

甲３ 

  

横浜市中区山田町１８００－６－２０１                 全部事項証明書          （建物） 

専有部分の家屋番号 １８００－６－１０１～４０６ 

表 題 部  （一棟の建物の表示） 調製  余 白   所在図番号  余 白   

所   在 横浜市中区山田町１８００番地６  余 白   
 
 建物の名称 山田町グリーンハイツ  余 白   

 

① 構  造 ③ 床    面    積    ㎡  原因及びその日付〔登記の日付〕 

鉄骨鉄筋コンクリート・鉄骨造陸屋根４

階建 
１階   ２９８ 
２階  ２７２ 
３階  ２７２ 
４階  ２７２ 

７１ 
８１ 
８１ 
８１ 

〔平成１８年８月３１日〕 

表 題 部  （敷地権の目的である土地の表示） 

①土地の符号 ② 所 在 及 び 地 番 ③地 目 ④ 地  積   ㎡ 

 

登 記 の 日 付 

１ 横浜市中区山田町１８００番６ 宅地 ３３５ ９８ 平成１８年８月３１日 
 
 

表 題 部  （専有部分の建物の表示） 不動産番号 ０００００００００００００ 

家屋番号 横浜市中区山田町１８００番６－２０１  余 白   
 

建物の名称 ２０１  余 白   
 

① 種 類 ② 構  造 ③ 床    面    積    ㎡  原因及びその日付〔登記の日付〕 

居宅 
 

鉄骨鉄筋コンクリート造

１階建 
 

２階部分    ５８      ７５ 平成１８年８月１日新築 
〔平成１８年８月３１日〕 

表 題 部  （敷地権の表示） 

①土地の符号 ②敷地権の種類 ③敷地権の割合 原因及びその日付〔登記の日付〕 

１ 所有権 １００００分の１２９４ 平成１８年８月１日敷地権 
〔平成１８年８月３１日〕 

 
 

権 利 部（ 甲 区 ） （所 有 権 に 関 す る 事 項） 

 
順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号   権 利 者 そ の 他 の 事 項  

１ 
 
 

所有権保存 
 
 

平成１８年９月２５日 

第１９５２８号 

原因 平成１８年８月１０日売買 
所有者 横浜市中区山田町１８００番地６－２

０１号 
 松 尾 雄 二 

 

権 利 部（ 乙 区 ） （所 有 権 以 外 の 権 利 に 関 す る 事 項） 

 
順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号   権 利 者 そ の 他 の 事 項  

１ 
 

抵当権設定 
 

平成１８年９月２５日 

第１９５２９号 

原因 平成１８年９月２１日金銭消費貸借同日

設定 

 

＊ 下線部のあるものは抹消事項であることを示す。        登録番号 ○○○○○○ （１／１）   １／２ 
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横浜市中区山田町１８００－６－２０１                 全部事項証明書          （建物） 

順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号   権 利 者 そ の 他 の 事 項  

 
 

 
 

 債権額 金２０００万円 
利息 年２・０％ 
損害金 年１４・６％ 
債務者 横浜市中区山田町１８００番地６－２

０１号 
松 尾 雄 二 

抵当権者 横浜市中区洞沢町５１番１２号 
株 式 会 社 角 丸 銀 行 

（取扱店 横浜支店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは登記記録に記録されている事項の全部を証明した書面である。 

 

平成２３年６月１５日 
横浜地方法務局                登記官                  某           印 

 
＊ 下線部のあるものは抹消事項であることを示す。        登録番号 ○○○○○○ （１／１）   ２／２ 
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お問い合わせ番号:NAK230021

物件概要

■JR根岸線「中山駅」 徒歩8分
駅までほぼ平坦な道のりです。ワコー・モー

ル（徒歩5分）でお買いものをして、歩くこと
ができます。
■南⻄向きバルコニーの為、⽇当り・眺望良好
です。 前⾯に建物が無く明るいお部屋です。
■共⽤部のトランクルームがご利⽤いただけま
す。 ゴルフバックや季節⽤品などの収納に便
利です。

お問い合わせ
中村エステート
物件担当者︓竹田周作（たけだ しゅうさ
く）

 0120-○○○-○○○ 
神奈川県横浜市南区和泉２丁目３－８ 
ヒカリノ横浜 3階
営業時間︓10:00〜18:00
定休⽇︓毎週⽕曜⽇・⽔曜⽇

山田町グリーンハイツ
3,180 万円/ 3LDK
専有⾯積︓壁芯60.00m2 / 築年⽉︓平成18年8⽉
交通︓JR根岸線/中山駅 徒歩8分

外観、LD写真 室内全⾯リフォーム予定です

■所在地 神奈川県横浜市中区山田町■交通 JR根岸線/中山駅 徒歩8分■価格3,180万円■間取り
3LDK■専有⾯積 壁芯60.00㎡■バルコニー⾯積 8.56㎡■ルーフバルコニー -■ 専⽤庭 -■テラス -■
向き 南⻄■建物構造 鉄骨鉄筋コンクリート造■建物階数 地上4階■所在階数 2 階■ 築年⽉ 平成18
年8⽉■総⼾数 23⼾■⼟地権利 所有権■管理会社 株式会社⻑⾕川コミュニティ /全部委託■管理⽅
式 ⽇勤■管理費 9,000（円/⽉）■修繕積⽴⾦ 7,200（円/⽉）■その他費⽤ -■駐⾞場 -■現況 居住中
■引渡時期 応相談■取引態様 媒介（仲介）■備考 ・ポーチ⾯積︓3.81㎡・室外機置場⾯積︓
1.04㎡
セールスコメント

2011/06/15

写真省略 図面省略

マンション

山田町グリーンハイツのマンションを購入するなら中村エステート Page 1 of 1

【資料６】
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【資料７】 

委   任   状 
 

平成２３年６月１５日 
住 所 〒１１３－００３４ 

東京都文京区湯島４－６－６ 
 

委任者 中  山     弘  
                      

私は次の弁護士を訴訟代理人と定め、下記の事件に関する各事項を委任します。 
弁護士 甲  野  太  郎  
東京弁護士会所属 
住 所 〒１０３－００２８ 

東京都中央区八重洲一丁目５番××号 
東京八重洲ビル９階 甲野太郎法律事務所 

電 話 ０３－３２７１－１９○○ 
ＦＡＸ ０３－３２７１－１９×× 
 

記 
第１ 事件 
１ 債務者 

松尾雄二 
２ 裁 判 所 

○○地方裁判所 
３ 事件の表示 

不動産仮差押命令申立事件 
 

第２ 委任事項 
１ 委任者がする一切の行為 
２ 申立ての取下げ、和解 
３ 申立却下決定に対する即時抗告の申立て及びその取下げ 
４ 保全異議の申立てについての裁判に対する保全抗告の申立て及びその取下げ 
５ 復代理人の選任 

9



【資料８】 

供 託 委 任 状 
 

平成  年  月  日 
住 所 〒１１３－００３４ 

東京都文京区湯島４－６－６ 
 

委任者 中  山     弘  
                      

私は次の弁護士を代理人と定め、下記の事項を委任します。 
弁護士 甲  野  太  郎  
東京弁護士会所属 
住 所 〒１０３－００２８ 

東京都中央区八重洲一丁目５番××号 
東京八重洲ビル９階 甲野太郎法律事務所 

電 話 ０３－３２７１－１９○○ 
ＦＡＸ ０３－３２７１－１９×× 
 

記 
 
１ 債権者である私と債務者松尾雄二（横浜市中区山田町１８００番地６－２０１

号）との間の○○地方裁判所平成２３年（ヨ）第      号不動産仮差押命

令申立事件の担保として金    円を○○法務局に供託する件 
 
２ 原本の還付請求及び受領 
３ 復代理人の選任 

郎甲弁
乃野護
印太士 

確認を請求する。 
弁護士 甲野 太郎 

10



【資料９】 

供 託 金 取 戻 委 任 状 
 

平成  年  月  日 
住 所 〒１１３－００３４ 

東京都文京区湯島４－６－６ 
 

委任者 中  山     弘  
                      

私は次の弁護士を代理人と定め、下記の事項を委任します。 
弁護士 甲  野  太  郎  
東京弁護士会所属 
住 所 〒１０３－００２８ 

東京都中央区八重洲一丁目５番××号 
東京八重洲ビル９階 甲野太郎法律事務所 

電 話 ０３－３２７１－１９○○ 
ＦＡＸ ０３－３２７１－１９×× 
 

記 
 
１ 債権者である私と債務者松尾雄二との間の○○地方裁判所平成２３年（ヨ） 
第      号不動産仮差押命令申立事件の保証として○○法務局に供託し

た金    円（平成２３年度（金）第     号）の供託金の取戻請求及び

受領並びに同利息の請求及び受領に関する一切の件 
２ 原本の還付請求及び受領 
３ 復代理人の選任 

11



【資料１０】 
  ↓ 

甲４ 

報  告  書 
 

平成２３年６月１７日 

 

○○地方裁判所 御中 5 

住 所 〒１１３－００３４ 

東京都文京区湯島４－６－６ 

  中   山    弘 

 

私は、株式会社中山商事というプラスチック製品の卸売を業とする会社で代表取締10 

役を務めている者です。高校時代の同級生の債務者松尾雄二（以下「松尾」といいま

す。）に対して、個人的に３００万円を貸し付けた件についてご報告いたします。 

 

１ 本件貸付に至る経緯 

平成２２年３月２０日、高校の同窓会があり、久しぶりに松尾と会いました。そ15 

の際、松尾から、実家の鉄工所の新設備導入資金として３００万円が足りずに困っ

ているので、貸してほしいと依頼されました。 

この新設備が導入できれば会社も安定的に仕事を受注することができて利益が

上がるから、父親から返済をしてもらえる、また、１年後には自分の息子も大学を

卒業するので、万一父親の方から返済ができなくても、自分の資金から返済できる20 

とのことでした。 

松尾のことは以前から信頼していましたので、平成２２年４月１日、期限を１年

後、利息は年５％などと定めて、松尾本人に３００万円を貸すことにいたしました。 

２ 弁済期の経過とその後の不払 

以上のような経緯で３００万円を貸し付けましたが、約束の期限の本年３月３１25 

日を過ぎても、松尾から返済されることはありませんでした。 

12
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松尾からは私に連絡すらなかったので、こちらから連絡して催促しました。これ

に対し、最初のうちはすぐに支払うから待ってほしいという返答があったものの、

具体的な返済時期が示されることはなく、５月２９日に「もう少しだけ時間下さい」

というメールが来たのを最後に、連絡が途絶えてしまいました。 

６月以降、携帯電話に何度も連絡もしてみましたが、一切出ない状況です。 5 

３ 借入れの背景 

共通の友人によると、松尾はギャンブルにはまって消費者金融から借金をして、

その返済のため実家から何度も援助を受けていたようです。現在も消費者金融業者

に約２０００万円の借金があるらしく、私に借入れの理由として説明していた、実

家の事業の新設備導入のための資金という話は全て嘘だったようです。 10 

４ 松尾の勤務先と近況について 

松尾は、大学卒業後、大手企業の株式会社竹川製作所に就職したのですが、一昨

年、有限会社梅原企画という会社に転職しました。この会社に連絡したところ、松

尾は既に先月末に退職したとのことでした。 

共通の友人に対して、退職後は特に就職活動をすることもなく、自宅マンション15 

を売却して、実家に帰る計画をしていると言っていたとのことでした。 

５ 松尾の財産について 

私の知っている松尾の資産は自宅マンションしかありません。友人に聞いたとこ

ろでは、他の友人達にも借入れを申し入れているとのことですので、この他に目ぼ

しい資産があるとは到底思えません。 20 

６ まとめ 

私は現在、甲野弁護士に依頼して、貸金の返還を求めて訴訟を提起する準備をし

ています。しかし、今のうちに松尾の自宅マンションを仮差押えしておかなければ、

松尾がこれを第三者に売却してしまい、後日、訴訟で勝訴判決を得ても、その執行

が難しくなってしまいます。そこで、やむを得ず、今回の申立てに至った次第です。 25 

以 上 

13
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【資料１３】 

 

 
仮 差 押 決 定 

 
当 事 者  別紙当事者目録記載のとおり 

請求債権  別紙請求債権目録記載のとおり 

 

上記当事者間の平成２３年（ヨ）第１８６号不動産仮差押命令申立事件につ

いて、当裁判所は、債権者の申立てを相当と認め、 

債権者に 金５０万円 

の担保を立てさせて、次のとおり決定する。 

 

主   文 
 

債権者の債務者に対する上記債権の執行を保全するため、別紙物件目録記載

の債務者所有の不動産は、仮に差し押さえる。 

債務者は、金３２１万６５７５円を供託するときは、この決定の執行の停止

又はその執行処分の取消しを求めることができる。 

 

平成２３年６月２２日 

○○地方裁判所民事第○部 

裁判官 山 崎  優 太 郎 

 

 

 

    ＊ 別紙目録省略 

15
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【資料１４】 

２０１１／０６／２８ １１：３３ 現在の情報です。 
 

専有部分の家屋番号 １８００－６－１０１～４０６ 

表 題 部  （主である建物の表示） 調製  余 白  所在図番号  余 白  

所   在 横浜市中区山田町１８００番地６  余 白  

建物の名称 山田町グリーンハイツ  余 白  

① 構  造 ③ 床    面    積    ㎡  原因及びその日付〔登記の日付〕 

鉄骨鉄筋コンクリート・鉄骨造陸屋根４
階建 

１階   ２９８：７１ 
２階  ２７２：８１ 
３階  ２７２：８１ 
４階  ２７２：８１ 

〔平成１８年８月３１日〕 

表 題 部  （敷地権の目的である土地の表示） 

①土地の符号 ② 所 在 及 び 地 番 ③ 地 目 ④ 地  積   ㎡ 登記の日付 

１ 横浜市中区山田町１８００番地６ 宅地 ３３５：９８ 平成１８年８月３１日 

 

表 題 部  （専有部分の建物の表示） 不動産番号 ０００００００００００００ 

家屋番号 横浜市中区山田町１８００番６－２０１  余 白  

建物の名称 ２０１  余 白  

① 種 類 ② 構  造 ③ 床    面    積    ㎡  原因及びその日付〔登記の日付〕 

居宅 
 

鉄骨鉄筋コンクリート造
１階建 

２階部分    ５８：７５ 
            ：   

平成１８年８月１日新築 
〔平成１８年８月３１日〕 

表 題 部  （敷地権の表示） 

①土地の符号 ②敷地権の種類 ③ 敷 地 権 の 割 合 原因及びその日付〔登記の日付〕 

１ 所有権 １００００分の１２９４ 平成１８年８月１日敷地権 
〔平成１８年８月３１日〕 

 

権 利 部（ 甲 区 ） （所 有 権 に 関 す る 事 項） 

順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号   権 利 者 そ の 他 の 事 項  

１ 
 
 

所有権保存 
 
 

平成１８年９月２５日 
第１９５２８号 

原因 平成１８年８月１０日売買 
所有者 横浜市中区山田町１８００番地６－２
０１号 

 松 尾 雄 二 

２ 
 
 

仮差押 
 
 

平成２３年６月２４日 
第９８４１号 

原因 平成２３年６月２２日○○地方裁判所仮
差押命令 

債権者 東京都文京区湯島四丁目６番６号 
 中 山 弘 

 

権 利 部（ 乙 区 ） （所 有 権 以 外 の 権 利 に 関 す る 事 項） 

順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号   権 利 者 そ の 他 の 事 項  

１ 
 
 

抵当権設定 
 
 

平成１８年９月２５日 
第１９５２９号 

原因 平成１８年９月２１日金銭消費貸借同日
設定 

債権額 金２０００万円 
利息 年２・０％ 
損害金 年１４・６％ 
債務者 横浜市中区山田町１８００番地６－２
０１号 
松 尾 雄 二 

抵当権者 横浜市中区洞沢町５１番１２号 
株 式 会 社 角 丸 銀 行 

（取扱店 横浜支店） 

＊ 下線部のあるものは抹消事項であることを示す。         
17



【資料１５】 

 
 

平成２４年５月１５日判決言渡 同日原本領収 裁判所書記官 

平成２３年（ワ）第○○○○○号 貸金返還請求事件  

平成２４年４月１７日口頭弁論終結  

 

判          決 5 

 

東京都文京区湯島４丁目６番６号 

原       告   中  山     弘 

同訴訟代理人弁護士   甲  野  太  郎 

横浜市中区山田町１８００番地６－２０１号 10 

被       告   松  尾  雄  二 

 

主          文 

 

１ 被告は、原告に対し、３１５万円及びうち３００万円に対する平成２３年４月１15 

日から支払済みまで年１割の割合による金員を支払え。 

２ 訴訟費用は、被告の負担とする。 

３ この判決は、仮に執行することができる。 

 

事 実 及 び 理 由 20 

（省略） 

 

      ○○地方裁判所民事第○○部 

 

裁 判 官  山  口  隆  夫 25 

 

18



 

 
 
こ れ は 正 本 で あ る。 

 
平成２４年５月１５日 

 
○○地方裁判所民事第○○部 

 

裁判所書記官 結 城   陽 介 印  
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【資料１７】 

 

東照第          号                                  
平成２９年６月１６日 

                                                                                
東 京 弁 護 士 会 会 長 殿 
 
                   事 務 所 所 在 地           〒１０３－００２８     
                    東京都中央区八重洲一丁目５番××号 
                    東京八重洲ビル９階 甲野太郎法律事務所 
                                    電  話  ０３－３２７１－１９○○ 
                    東京弁護士会所属・登録番号４３２×× 
                                        弁 護 士         甲  野  太  郎 
 

照 会 申 出 書                      
 
私は、弁護士法第２３条の２第１項に基づき、次のとおり照会の申出をいたします。 
 
１．照会先（公務所又は公私の団体） 
  所在地  〒１００－０００５ 
       東京都千代田区丸の内９－９－９ 
        電 話 ０３－５２２０－６５○○ 
  名 称  株式会社角丸銀行 本店 法務部法務室  
 
２．受任事件 
  当事者 
        ○［ 債権者 ］ 中 山   弘 
        ［ 債務者 ］ 松 尾 雄 二 
  事 件 
   (1)係属官庁及び事件番号 
     準備中 
   (2)事件名 
     債権差押命令申立事件 
   (3)事件の概要・受任内容等 

上記債権者は○○地方裁判所平成２３年（ワ）第○○○○○号貸金返還請求
事件において認容判決を得て、同判決は確定しているが、その後も債務者は一
切返済を行わない。その後、平成２４年（ヌ）第９９９号不動産競売申立事件
において一定の配当を得たものの、依然として債権者は残債権を有している。
債務者の資産を調査し、発見できれば、速やかにこれを差し押さえることが本
件の受任内容である。 

 
３．照会を求める理由 

依頼者（債権者）は相手方（債務者）に対し、債務名義に基づく預金債権差
押命令申立てを行う予定であるが、差押の対象となる相手方名義の預金の有無
及び残高が不明であることから、それらを特定する必要がある。 

４．照会を求める事項 
    別紙照会事項書のとおり（できるだけ一問一答式にして下さい。） 

５．照会申出書の送付・不送付 
  この申出書の写を照会先に送付することは(差支える・差支えない)。(どちらかに必ず○)  

21



東照第          号 
 
                       照 会 事 項 書                      
 
 本会会員の次の受任事件について照会を求める事項は、下記のとおりです。 
（下記 1・2 は、照会申出書の写を照会先に送付することは差支えるという場合にのみ、差支えない範囲

でご記入ください。） 

記 
１．受任事件 
 (1)当事者 
    
 
 (2)事件の概要等 
    
 
 
２．照会を求める理由 
   
 
 
   ※ 本件照会内容についての問合わせ先 
              登録番号 ４３２×× 
              照会申出弁護士 甲野 太郎    電 話 ０３－３２７１－１９○○ 
                                                        迄お願いします。 
 

照 会 事 項              
 
 

債務者松尾雄二（まつおゆうじ、生年月日昭和３８年５月２０日、住所、北海道函
館市吉田町１－２－４、前住所、横浜市中区山田町１８００番地６－２０１号）の預
金口座の有無、預金口座を有している場合にはその支店名、預金の種類及び回答日現
在の残高につき、ご教示ください。 
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【資料１８】 

 
 

平成２９年６月２６日 

東京弁護士会 御中 

 

株式会社角丸銀行 印 

回  答  書 

 

別紙のご照会事項について、以下のとおり回答いたします。 

 

No. 調査対象者名 該当有無 回答内容 

１ 松尾
ま つ お

 雄二
ゆ う じ

 有 別紙添付 

 

 

 

＊ 別紙「ご照会事項」省略 

 

 

別紙 

 

No. 顧客名 生年月日（設立年月日） 住 所 

１ 松尾
ま つ お

 雄二
ゆ う じ

 昭和３８年５月２０日 北海道函館市吉田町１－２－４ 

 

口座保有店 川上支店（９９９） 

科目 口座番号 現在残高（円） 

普通 ９９９×××× ３，３３４，３０８ 
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【資料１９】 

委   任   状 
 

平成２９年６月３０日 
住 所 〒１１３－００３４ 

東京都文京区湯島４－６－６ 
 

委任者 中  山     弘  
                      

私は次の弁護士を訴訟代理人と定め、下記の事件に関する各事項を委任します。 
弁護士 甲  野  太  郎  
弁護士 乙  原  竹  子  
東京弁護士会所属 
住 所 〒１０３－００２８ 

東京都中央区八重洲一丁目５番××号 
東京八重洲ビル９階 甲野太郎法律事務所 

電 話 ０３－３２７１－１９○○ 
ＦＡＸ ０３－３２７１－１９×× 
 

記 
第１ 事件 
１ 債務者 

松尾雄二 
２ 裁判所 

○○地方裁判所 
３ 事件の表示 

債権差押命令申立事件 
 

第２ 委任事項 
１ 上記事件に関し委任者がする一切の行為 
２ 申立ての取下げ 
３ 復代理人の選任 
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【資料２０】 

 

平成２３年（ワ）第○○○○○号 貸金返還請求事件  

 

送 達 証 明 申 請 書 

 

○○地方裁判所民事第○○部 御中 

 

原      告   中  山     弘 

被      告   松  尾  雄  二 

 

上記当事者間の事件につき、平成２４年５月１５日に言い渡された判決の正本は 

被告に平成２４年５月１８日に送達されたことを証明されたく申請します。 

 

  平成２４年５月２４日 

 

申請人 原告訴訟代理人弁護士 甲  野  太  郎  

 

前記証明する。 

平成２４年５月２４日 

○○地方裁判所民事第○○部 

裁判所書記官  結 城 陽 介  印 
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【資料２１】 

債務名義の事件番号 平成２３年（ワ）第○○○○○号 

 

執  行  文 

 

債権者は、債務者に対して、この債務名義により強制執行をすることができる。 

 

  平成２４年５月２４日 

○○地方裁判所民事第○○部 

裁判所書記官  結 城 陽 介  印 

 

 

債 権 者   中  山     弘 

（ 原 告 ） 

債 務 者   松  尾  雄  二 

（ 被 告 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１／１ 
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【資料２２】 

 

当庁平成２４年（ヌ）第９９９号不動産強制競売事件において、本債務名義記載の債

権について債権者に下記金額を交付した。 

 

１．金４６７，５５８円 

ただし、執行手続費用 

 

１．金１５０，０００円 

ただし、元金３００万円に対する平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日

まで年５％の割合による利息金 

 

１．金５８６，０２７円 

ただし、元金３００万円に対する平成２３年４月１日から平成２５年３月１５日

まで年１０％の割合による遅延損害金 

 

１．金８７０，４４７円 

ただし、元金３００万円の内金 

 

合計 金２，０７４，０３２円 

 

 平成２５年５月２５日 

○○地方裁判所民事第○○部 

裁判所書記官  大 川 良 夫  印 
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【資料２３】 

 
 

債権差押命令申立書 

 

○○地方裁判所民事第○○部 御中 

平成２９年７月４日 

申立債権者    中  山     弘 

 

上記代理人弁護士 甲  野  太  郎 

 

同        乙  原  竹  子 

電 話 ０３－３２７１－１９○○ 

ＦＡＸ ０３－３２７１－１９×× 

当 事 者    

請求債権   別紙目録のとおり 

差押債権    

 

債権者は、債務者に対し、別紙請求債権目録記載の執行力ある債務名義の正本に記

載された上記請求債権を有しているが、債務者がその支払をしないので、債務者が第

三債務者に対して有する別紙差押債権目録記載の債権の差押命令を求める。 

第三債務者に対し、陳述催告の申立て（民事執行法第１４７条１項）をする。 

 

添 付 書 類 

 

１ 執行力ある債務名義の正本  １通 

２ 同 送達証明書  １通 

３ 資格証明書  １通 

４ 委任状  １通 

＊ 別紙目録及び添付書類省略 
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【資料２４】 

 

平成２９年（ル）第○○○号 

 

債 権 差 押 命 令 
 

当 事 者 別紙当事者目録記載のとおり 

請求債権 別紙請求債権目録記載のとおり 

 

１ 債権者の申立てにより、上記請求債権の弁済に充てるため、別紙請求債権目録記

載の執行力ある債務名義の正本に基づき、債務者が第三債務者に対して有する別紙

差押債権目録記載の債権を差し押さえる。 

２ 債務者は、前項により差し押さえられた債権について取立てその他の処分をして

はならない。 

３ 第三債務者は、第１項により差し押さえられた債権について、債務者に対し、弁

済をしてはならない。 

 

  平成２９年７月７日 

    ○○地方裁判所民事第○○部 

裁 判 官  小 津  一 利 

これは正本である。 

  平成２９年７月７日 

    ○○地方裁判所民事第○○部 

        裁判所書記官 大 川  良 夫 

 

 

＊ 別紙省略 

印 
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【資料２５】 

 
 

平成２９年（ル）第○○○号 

 

催  告  書 
 

第三債務者 株式会社角丸銀行 川上支店 御中 

 

平成２９年７月７日 

○○地方裁判所民事第○○部 

  裁判所書記官 大  川  良  夫  印 

 

当事者 別添差押命令記載のとおり 

 

上記当事者間の債権差押命令申立事件について、差押命令が送達された日から２週

間以内に同封の「陳述書」に所要事項を記入して陳述されたく催告します。 

 

（注） 

(1) 陳述書の作成に当たっては、陳述書用紙をよく読み、必要事項を正確に記入し

てください。 

(2) 同封の「陳述書」用紙２通の該当個所を記入し、１通は同封の裁判所あての封

筒に入れて書留郵便で返送してください。もう１通は、同封の債権者あての封筒

に入れて債権者に郵送してください。 

(3) 第三債務者は、この催告に対して、故意又は過失により、陳述をしなかったと

き、又は不実の陳述をしたときは、これによって生じた損害の賠償をする責任が

あります。 
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【資料２６】 

 
 

平成２９年（ル）第○○○号 

 

送 達 通 知 書 
 

債 権 者 中 山  弘 殿  

 

平成２９年７月２４日 

○○地方裁判所民事第○○部 

  裁判所書記官 大  川  良  夫  印 

 

当事者の表示 上記事件の差押命令記載のとおり 

 

上記当事者間の債権差押命令正本は下記のとおり送達されました。 

 

記 

債務者 

（松尾雄二                   ） 

平成２９年７月２１日 

第三債務者 

（株式会社角丸銀行川上支店           ） 

平成２９年７月１０日 
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【資料２７】 

 
 

 平成 ２９ 年（ル）第 ○○○ 号 

 

陳  述  書 
 

平成２９年７月１２日 

 

○○地方裁判所民事第○○部 御中 

第三債務者  北海道川上郡弟子屈町摩周７－２－３ 

株式会社角丸銀行 川上支店 

支店長 寒 原  明 印 
下記のとおり陳述します。 

１ 差押えに係る債権の存否     あ  る    な  い 

２ 差押債権の種類及び額 

（金銭債権以外の債権は、その内容） 
  普通預金 ３，２０３，１２８円 

３ 弁済の意思の有無     あ  る    な  い 

４ 弁済する範囲又は弁済しない理

由 

 

５ 差押債権について、差押債権者

に優先する権利を有する者（例え

ば、質権者）がある場合の記入欄 

 

優先権利者の住

所、氏名 

 

 

優先する権利の

種類及び範囲（金

額） 
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６ 他の差押え 

（滞納処分

又はその例

による差押

えを含む。） 

仮差押え 

仮処分 

執行 

裁判所等 

債権者の住所、氏名 差押え等

の送達年

月日 

差押え等の執

行された範囲

（金額） 事件番号 

  平成 

  ・ 

 

 

  平成 

  ・ 

 

 

  平成 

  ・ 

 

 

  平成 

  ・ 

 

 

  平成 

  ・ 

 

 

  平成 

  ・ 

 

 

 

（注）(1) １の欄で「ある」と陳述したときだけ２以下の欄を記入してください。 

(2) ２については、現存債権について記入するもので、命令正本記載の債権

をそのまま記入するものではありません。 

(3) ５及び６の欄には、すでに取下げ又は取消しのあったものは記入する必

要はありません。 

(4) この陳述書に記入しきれないときは、適宜の用紙を使用して横書きで記

載してください。 
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【資料２８】 

 
 

平成２９年（ル）第○○○号 

 

取 立 完 了 届 

 

○○地方裁判所民事第○○部 御中 

 

平成２９年８月１６日 

 

申立債権者    中  山     弘 

上記代理人弁護士 甲  野  太  郎 

 

同        乙  原  竹  子 

 

債 権 者  中山  弘 

債 務 者  松尾 雄二 

第三債務者  株式会社角丸銀行 川上支店 

 

１ 上記当事者間の債権差押命令に基づき、債権者は第三債務者から次のとおり取

り立てました。 

平成２９年８月１６日 金○○円 

 

２ なお、上記第三債務者について、差押債権額全額の取立てを完了しました。 

以上 
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